
SWOT分析レポート：こども園業界

（保育） 

【S】Strengths（強み） 
 

1. 教育と保育の一体化：こども園は幼児教育と保育の融合により、保護者のニーズに幅

広く対応できる。 

2. 公的支援の厚さ：政府や自治体からの補助金制度や待機児童解消政策が追い風となる。 

3. 地域とのつながり：地域コミュニティとの強い連携により災害時などの信頼資源とな

る。 

4. 安定した需要：短期的には共働き世帯の増加により、一定の保育ニーズが継続。 

5. 教育先進施設化の余地：STEAM や自然体験、モンテッソーリなど新たな教育アプロ

ーチを取り込みやすい環境。 

 

【W】Weaknesses（弱み） 
 

1. 保育士の慢性的不足と高離職率：Z世代の価値観と合わない職場環境が要因となりや

すい。 

2. ICT・DX の導入遅れ：中小規模のこども園ではシステム導入や活用が進みにくい。 

3. 経営の脆弱性：定員割れによる収入減と人件費上昇で赤字化リスクが高まっている。 

4. 保護者対応の複雑化：家庭の多様性に伴い、対応力の差が経営の格差につながる。 

5. 外部評価の不透明さ：保育の質が数値化されにくく、保護者や行政の評価が曖昧。 

 

【O】Opportunities（機会） 
 

1. DX 化による業務効率向上：登園管理、連絡帳、保護者対応を一括で行えるシステム

が急速に進化。 

2. 防災拠点化支援：災害時の地域避難所としての機能強化に国・自治体が補助制度を検

討中。 

3. バイリンガル・多文化保育の需要増：外国人労働者家庭の増加により英語や多言語対

応型保育の価値が上昇。 

4. ESG・サステナビリティとの連携：脱炭素や地域循環型保育が企業との協業の切り口

となる。 



5. 幼児教育投資トレンドの追い風：STEAM やクリエイティブ教育への関心が高まり、

「選ばれる園」への進化が可能。 

 

【T】Threats（脅威） 
 

1. 少子化の急加速：定員割れや園統廃合のリスクが全国的に拡大する可能性。 

2. 民間資本の参入：保育業界への大手企業や外資の進出により、地域園の競争が激化。 

3. 保育の価格破壊：無償化政策のゆがみにより、保育の「安さ」を軸に選ばれる風潮が

定着。 

4. 自治体の財政圧迫：財源不足により補助金カットや助成縮小のリスクが存在。 

5. SNS 時代のリスク管理：小さなトラブルが炎上・風評リスクにつながりやすい。 

 


